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１．実施概要 

（１）保安検査実施期間（詳細日程は別添１参照） 

自 平成３０年１１月２６日（月） 

至 平成３０年１２月 ７日（金） 

 

（２）保安検査実施者 

高浜原子力規制事務所 

山西 忠敏 

島田 浩一 

浅野 博之 

河津 豊一 

山賀 悟 

長澤 弘忠 

實松 浩二 

川端 隆志 

原子力規制部 検査グループ 実用炉監視部門 

 福原 大輔 

 

２．高浜発電所の設備及び運転概要 

 

号 機 出力（万ｋＷ） 運転開始年月 前四半期から現在までの運転状況 

 

 

１号機 

 

 

 

 

 

８２．６ 

 

 

 

 

 

昭和４９年１１月 

 

 

運転期間 

 （－） 

停止期間 

 (平成２３年１月１０日～) 

施設定期検査期間 

 (平成２３年１月１０日～) 

 

 

２号機 

 

 

 

 

 

   ８２．６ 

 

 

 

 

 

昭和５０年１１月 

 

 

 

運転期間 

 (－) 

停止期間 

 （平成２３年１１月２５日～） 

施設定期検査期間 

 （平成２３年１１月２５日～） 

 

 

３号機 

 

 

 

  ８７．０ 

 

 

 

昭和６０年１月 

 

運転期間 

 (～平成３０年８月３日) 

停止期間 

 (平成３０年８月３日～) 
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施設定期検査期間 

  (平成３０年８月３日～) 

 

 

４号機 

 

 

 

 

 

８７．０ 

 

 

 

 

 

昭和６０年６月 

 

 

 

運転期間 

 (平成３０年１２月７日～) 

停止期間 

 (～平成３０年１２月７日) 

施設定期検査期間 

 (～平成３０年１２月７日) 

 

３．保安検査内容 

今回の保安検査では、下記に示す検査項目について、立入り、物件検査及び関係者への

質問により、保安規定の遵守状況を確認するとともに、日々実施している運転管理状況の確

認、発電用原子炉施設の巡視等についても保安検査として実施した。 

 

（１）基本検査項目（下線は年度保安検査計画に基づく検査項目） 

① 保守管理の実施状況 

② 外部事象等に対する体制の整備の実施状況 

③ 原子力防災資機材等の管理状況 

④ 放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物管理の実施状況（抜き打ち検査） 

 

（２）追加検査項目 

なし。 

 

４．保安検査結果 

（１）総合評価 

今回の保安検査においては、「保守管理の実施状況」「外部事象等に対する体制の整

備の実施状況」「原子力防災資機材等の管理状況」及び「放射性気体廃棄物及び放射

性液体廃棄物管理の実施状況（抜き打ち検査）」の４項目を検査項目として選定し、検査

を実施した。 

検査の結果、「保守管理の実施状況」については、安全重要度分類クラス１設備である 4

号機非常用ディーゼル発電機及び充てん／高圧注入ポンプの点検工事に係る請負会社へ

の調達要求、点検工事のホールドポイントでの現場立ち会い及び記録確認、定例試験、当

直による日常巡視及び設備所管課による日常点検が、社内標準に従って実施されており、

事業者による調達管理、保守管理、運転管理等の保安活動が適切に実施されていることを

確認した。 

「外部事象等に対する体制の整備状況」については、高浜３、４号機の原子炉施設内で
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内部火災が発生した場合の初期消火活動に係る要員の配置、要員に対する火災防護に

係る教育訓練、消火活動に必要な資機材の保管、点検及び火災発生時の対応手順の整

備が社内標準に従って、適切に行われていることを確認した。また、３号機安全系蓄電池室、

原子炉補機冷却水ポンプ室の現場確認を行ない、火災感知器、火災消火設備、耐火壁

などの火災防護対策が社内標準に基づき適切に実施されていることを確認した。 

「原子力防災資機材等の管理状況」については、社内標準に記載されている原子力防

災資機材等及び重大事故等発生時の対応に係る資機材の保管場所の変更手続きが適

切に実施され、指定された場所に必要数量が良好な状態で保管されていることを現場立

会いにより確認した。また、社内標準で定められた点検周期、点検項目等に基づき適切に

点検されていることを確認した。特に、重大事故等発生時の対応に係る資機材については、

保管場所及び周辺斜面の健全性評価並びにアクセスルートへの影響評価を、年１回の点

検にて実施していることを確認した。 

「放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物管理の実施状況（抜き打ち検査）」につ

いては、社内標準に沿って、試料の放射能濃度を測定した結果を基に放射線管理課長の

放出承認を得て、保安規定で定められた放出管理の基準値または、目標値以内であるこ

とを測定し放出していることを確認した。 

 

保安検査実施期間中の日々の運転管理状況については、設置者からの施設の運営管

理状況の確認、原子炉施設の巡視、定例試験（３号機タービン動補助給水ポンプ起動試

験）への立会い等を行った結果、特段の問題がないことを確認した。 

 

以上のことから、今回の保安検査を総括すると、選定した検査項目に係る保安活動は、

良好なものであったと判断する。 

 

（２）検査結果 

  １）基本検査結果 

①保守管理の実施状況 

近年発電用原子炉施設においては、中央制御室非常用循環系や非常用ディーゼ

ル発電機などの安全上重要な設備・機器等の事故・トラブルが発生している。このよう

な類似事象の発生を繰り返さぬよう、安全重要度分類クラス１の設備、かつ、原子炉

施設の安全確保の観点から重要な設備である４号機非常用ディーゼル発電機及び充

てん／高圧注入ポンプを選定し、調達管理、保守管理、運転管理等の様々な観点か

ら、事業者の保安活動の取組状況を確認することとし、検査を実施した。 

検査の結果、当該設備の調達管理については、工事所管課は、点検周期、点検内

容等を定めた保全指針に従い、点検計画表を作成し、工事の仕様を明確にした調達

文書により請負会社に発注していることを「工事特記仕様書 原子炉容器他主要設

備定期点検工事」により確認した。また、工事所管課は、請負会社から提出された「別
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冊作業実施要領書」等が、点検計画表に係る調達要求事項を満足していることを確

認していることを「コメント処理表」により確認した。 

当該設備の保守管理については、工事所管課は、請負会社から提出された「別冊

作業実施要領書」に基づき、点検が実施されていることを点検工事のホールドポイントに

おける現場立会い及び記録で確認していることを「総括報告書」により確認した。 

当該設備の運転管理については、当直員が、「運転定期点検所則」に従った試験頻

度、試験手順で定例試験を実施していることを「定期試験報告書」により確認するととも

に、日常巡視については、当該機器の外観等を確認するための視点及び頻度を「第二

発電室業務所則」に定め実施していることを「巡回点検表」により確認した。また、設備

所管課による日常点検も実施されており、内規に定められた視点及び頻度で実施され

ていることを「日常点検表」により確認した。 

当該設備の予防処置の実施状況について確認し、平成２８、２９年度に他プラントで

発生したトラブルについて、原子力事業本部から「予防処置カード」が発行され、発電所

において対応が必要と判断したものについては、対応方針を定め、対策を検討実施して

いることを「予防処置実施状況 補足説明資料」により確認した。 

 

以上のことから、当該検査項目に係わる保安規定の遵守状況は良好であると判断す

る。 

 

②外部事象等に対する体制の整備の実施状況 

外部事象等に対する体制については、新規制基準において強化されていることから、高浜

３、４号機において、原子炉施設内で内部火災が発生した場合に対応する体制の整備とし

て、要員の配置、要員に対する教育訓練の実施、資機材の配備及び手順書の整備が社

内標準に従い適切に実施されていることを確認することとし、検査を実施した。 

検査の結果、原子炉施設内で内部火災が発生した場合に備え、発電所に通報連絡者、

現場指揮者、消防案内者、専属消防隊など、自衛消防隊のうち消火要員１０名を常駐さ

せており、火災発生時の初期消火活動及び公設消防と連携した消防活動が可能な要員配

置となっていることを「高浜発電所火災防護計画」（以下「火災防護計画」という。）「週間当

番表」等により確認した。 

要員に対する教育訓練については、火災から防護すべき機器等の火災発生防止、火災

の検知及び消火、火災の影響低減等に係る火災防護教育を、保安教育として全所員に実

施するとともに、消火要員に対する消防訓練、運転員に対する火災発生時対応訓練、自衛

消防隊総合訓練などを「火災防護計画」「高浜発電所防火管理所達」（以下「防火管理

所達」という。）に基づき実施していることを「高浜発電所防火管理教育および消防訓練年間

基本計画（平成２９年度実績および平成３０年度計画）」により確認した。 

資機材の配備及び手順書については、化学消防車、泡消火薬剤等の消火活動に必要な

資機材、必要数量、保管場所、点検内容及び頻度を「火災防護計画」に規定し、必要な
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資機材が本規定に従った保管場所に配備され、適切な頻度で点検が実施されていることを

「消防用資機材点検結果表」にて確認するとともに、火災発生時の通報連絡、自衛消防隊

の招集、自衛消防隊招集後の消火活動、火災発生時の運転員の対応などの手順を規定し

ていることを「防火管理所達」「事故時操作所則」により確認した。 

また、３号機安全系蓄電池室、原子炉補機冷却水ポンプ室の火災防護区画の現場確

認を行ない、火災防護対策の実施状況を確認した。安全系蓄電池室については、「火災

防護計画」に従い、煙感知器、熱感知器など２種類以上のタイプの異なる火災感知器が設

置され、火災の発生を感知した場合は、室内の全ての火災防護対象設備に対し、自動で

消火が行える全域ハロン消火設備を設置するとともに、消火能力維持のための自動ダンパが

設置されていることを確認した。原子炉補機冷却水ポンプ室については、ポンプの軸受けの潤

滑油が発火源となることから、「火災防護計画」に従い、ポンプ単体を火災防護対象とした

局所ハロン消火設備を設置し、系統の異なるポンプの間には１時間耐火壁を設置するととも

に、それぞれのポンプに独立した局所ハロン消火設備を設置していることを確認した。隣室に

は、火災発生時に室内に煙が充満した場合に、排煙するためのファン、ダクト等の資機材が

保管されており、「火災防護計画」で定められた頻度で点検が行われ、火災発生時のダクト

敷設ルートも確保されていることを確認した。 

 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断した。 

 

③原子力防災資機材等の管理状況 

前回の平成２９年度第３回保安検査における確認から１年が経過し、原子力防災

資機材等の保管場所の変更等が行われていることから、原子力防災資機材等の管理

が社内標準に基づき適切に実施されていることを確認することとし、検査を実施した。 

検査の結果、「原子力防災業務要綱」に記載されている原子力防災資機材等及び

「高浜発電所 重大事故等発生時における原子炉施設の保全のための活動に関する所

達」（以下「ＳＡ所達」という。）に記載されている重大事故等対応に係る資機材の保管場

所の変更については、「原子力防災業務要綱」「ＳＡ所達」に定められた手続きに従い、

高浜発電所安全運営委員会で審議、決裁していること等を「安全運営員会資料 新規

建屋掘削に伴う干渉物の移設等に関する検討」等により確認した。 

「原子力防災業務要綱」に従い整備された原子力防災資機材等及び「ＳＡ所達」に

従い整備された資機材が、指定された場所に必要数量が良好な状態で保管されている

ことを、中央制御室、緊急時対策所、その他発電所敷地内において、現場立会いにより

確認した。 

また、上記資機材等については、「原子力防災業務要綱」等で定められた点検周期、

点検項目等に基づき適切に点検されていることを「原子力防災業務要綱に基づく原子力

防災設備、資機材の点検実施結果」「保安規定８５条に係る試験・検査予定・実績管

理表」等により確認するとともに、サーベイメータ、エリアモニタ等が適切に校正されているこ
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とを各計器の校正記録により確認した。 

また、「ＳＡ所達」に従い整備された資機材については、保管場所及び周辺斜面の健

全性評価並びにアクセスルートへの影響評価を、年１回の点検にて実施していることを「ア

クセスルート、保管場所及びアクセスルート・保管場所周辺斜面点検結果報告書」により

確認した。 

 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断した。 
 

④ 放射性気体廃棄物及び放射性液体廃棄物管理の実施状況（抜き打ち検査） 

前回の平成２８年度第３回保安検査における確認から２年が経過しており、定期的に

実施状況を確認するため、保安規定第６章第１０１条に定める放射性液体廃棄物の管

理及び第１０２条に定める放射性気体廃棄物の管理の実施状況について、社内標準に

基づき適切に実施されていることを確認することとし、検査を実施した。 

検査の結果、液体・気体放射性廃棄物の管理は、「高浜発電所 放射線管理業務

所則 第３編放射性廃棄物管理」に沿って実施することが規定されていることを確認し

た。 

放射性液体廃棄物を希釈放出する場合は、放出前に保管している個々のタンクから

試料をサンプリングし、その放射能量について Ge 波高分析装置を用いて濃度測定を行

い、検出下限濃度未満（ＮＤ）であることを確認した結果を基に放射線管理課長から希

釈放出の承認を得て、復水器冷却水で放出流量の 1 万倍以上に希釈し、放出中の放

射能量が保安規定第１０１条で定める放出管理目標値以内であることを確認し放出し

ていることを「放射性液体廃棄物処理伝票」及び「高浜発電所 放射性液体廃棄物 

核種別月間放出量推移表（施設合計）」により確認した。 なお、トリチウムに関しては、

放出前に試料採取し濃度測定はしていないが、1 次冷却材トリチウム管理上限量を放

出したと仮定した場合においても、法令に定める周辺監視区域外における水中の濃度限

度を超えないように、放出流量の 1 万倍以上で希釈しており、放出中の放射能量が保

安規定第１０１条で定める放出管理の基準値以内であることを「トリチウム測定結果報

告書」「液体廃棄物放出量推移図（トリチウム）」「高浜発電所 放射性廃棄物管理月

報」等により確認した。また、放出流量は放出ラインに設けられたオリフィスの前後差圧を

測定することで求めていることを「液体廃棄物処理系統図」及び「オリフィス・差圧計器外

形図」により確認した。 

放射性気体廃棄物を希釈放出する場合は、同所則に沿って、ガス減衰タンク貯留ガ

スについては、３０日間以上、３・４号機の水素再結合ガス減衰タンク貯留ガスについては

４０日間以上貯留した後に実施されており、放出中の放射能量が保安規定第１０２条

で定める放出管理目標値以内であることを確認し放出していることを、「放射性気体廃

棄物処理伝票」「空気中放射性塵埃およびガス濃度測定記録」「高浜発電所 ３号機 

補助建屋排気筒放出放射能濃度全α、全β測定記録」及び「高浜発電所放射性気
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体廃棄物核種別月間放出量推移表（排気筒別）」により確認した。 

また、放射能濃度、核種の測定に用いる測定装置が適切に管理されていることを、

「廃棄物管理システム他定期修繕工事（Ｈ２９）総括報告書」「Ｇｅ波高分析システム 

システム機能仕様書」及び「定期事業者検査成績書 放射線監視装置機能検査」に

より確認した。 

 

以上のことから、当該検査項目に係る保安規定の遵守状況は良好であると判断し

た。 

 

２）追加検査結果 

なし。 

 

（３）違反事項 

なし。 

 

５．特記事項 

なし。 
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保安検査日程（１／２） 

月 日 号 機 １１月２６日（月） １１月２７日（火） １１月２８日（水） １１月２９日（木） １１月３０日（金） 
１２月１日

（土） 

１２月２日

（日） 

午 前 （１、２、３、４

号） 

●初回会議 
●運転管理状況の確

認 
●中央制御室巡視 

 

●検査前会議 
●運転管理状況の確

認 
●中央制御室巡視 
◇放射性気体廃棄物

及び放射性液体廃
棄物管理の実施状
況 

●検査前会議 
●運転管理状況の確

認 
●中央制御室巡視 
◎保守管理の実施状

況 

●検査前会議 
●運転管理状況の確

認 
●中央制御室巡視 
●定例試験立会い（３

号機タービン動補助
給 水 ポ ン プ 起 動 試
験） 

 

●検査前会議 
●運転管理状況の確

認 
●中央制御室巡視 
○原子力防災資機材

等の管理状況 
 

● 中 央 制
御 室 等
巡視（休
日） 

 

 

午 後 （１、２、３、４

号） 

○原子力防災資機材
等の管理状況 

 
 
 
 
 
●チーム会議 

●まとめ会議 

◇放射性気体廃棄物
及び放射性液体廃
棄物管理の実施状
況 

 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 

◎保守管理の実施状
況 

 
 
 
 
 
●チーム会議 

●まとめ会議 

◎保守管理の実施状
況 

 
 
 
 
 
●チーム会議 

●まとめ会議 

○原子力防災資機材
等の管理状況 

 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 

  

勤務 

時間外 

（１、２、３、４

号） 

    ●中央制御室巡視   

◯：検査項目 ◎：年度保安検査計画に基づく検査項目 ◇：抜き打ち検査項目 ✩：追加検査項目 □：その他として検査した項目 ●：会議/記録確認/巡視 
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保安検査日程（２／２） 

月 日 号 機 １２月３日（月） １２月４日（火） １２月５日（水） １２月６日（木） １２月７日（金） 

午 前 （１、２、３、４

号） 

●検査前会議 
●運転管理状況の確

認 
●中央制御室巡視 
◇放射性気体廃棄

物及び 放射性 液
体廃 棄物 管 理の
実施状況 

 

●検査前会議 
●運転管理状況の確

認 
●中央制御室巡視 
◎外部事象等に対す

る体制の整備の実
施状況 

●検査前会議 
●運転管理状況の確

認 
●中央制御室巡視 
◎外部事象等に対す

る体制の整備の実
施状況 

 

●検査前会議 
●運転管理状況の確

認 
●中央制御室巡視 
◎保守管理の実施

状況 

●検査前会議 
●運転管理状況の確

認 
●中央制御室巡視 
●原子炉施設巡視 
 （１、２号機 タービン

建屋） 

午 後 （１、２、３、４

号） 

◇放射性気体廃棄
物及び放射性液体
廃棄物管理の実施
状況 

 
 
 
 
●チーム会議 

●まとめ会議 

◎外部事象等に対す
る体制の整備の実
施状況 

 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 

◎外部事象等に対す
る体制の整備の実
施状況 

 
 
 
 
 
●チーム会議 

●まとめ会議 

●原子炉施設巡視 
（２号機 原子炉格
納容器、原子炉補
助建屋、燃料取扱
建屋） 

 
 
 
●チーム会議 

●まとめ会議 

 
 
 
 
 
 
 
 
●チーム会議 
●まとめ会議 
●最終会議 

勤務 

時間外 

（１、２、３、４

号） 

     

◯：検査項目 ◎：年度保安検査計画に基づく検査項目 ◇：抜き打ち検査項目 ✩：追加検査項目 □：その他として検査した項目 ●：会議/記録確認/巡視 


